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東北大学学生の概況



3東北大学学生の概況① 地域別分布

2025年4月学部入学者の
出身校の地域別分布

2025年4月学部入学試験の
都道府県別志願者数・入学者数

⚫ 地元地域（東北地方）出身者は３割程度。

全国各地の幅広い地域から入学

⚫ 2025年度は47都道府県すべてから

入学者有り

東北大学は全国の受験生から選ばれている



4東北大学学生の概況② 女子学生比率

学部入学者（4月）の女子学生比率推移

⚫ 2010年度から比較して、女子学生比率はここ5年程度は上昇傾向

⚫ 特に2024年度は30.2％と初めて30％を超え、過去最高の数値



5東北大学学生の概況③ 居住区分

学生の住居の種別

⚫ 自宅から通学している学部学生は約15％

⚫ アパート・マンション、東北大学の寄宿舎など約85%の学生が

自宅以外からの通学となっている

（平成29年度「東北大学学生生活調査」より）
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教育と学生支援の現況



7２０２５年度 春季イベント

入学式

日時：2025年4月3日(木) 午前10時00分〜
式場：カメイアリーナ仙台

スプリング フェスティバル

開催日：2025年4月12日（土）～13日（日）
✓ 学生有志によって構成される新入生歓迎会実行委員会が企画・運営
✓ 53の学生団体による「活動体験」や「パフォーマンス」
✓ １日目約1400人、2日目に約700人の新入生が参加

2025年度新入生歓迎会

対面新歓： 2025年4月4日（金）～4月25日（金）
✓ サークル団体勧誘活動、パフォーマンスの披露



8東北大学の教養教育 〜挑戦心に応え、創造力を伸ばす教養教育
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学年と分野を超えて学ぶ

■学問論群
学年・分野を超えて議論やプロジェクトを段階的に行う枠組み

●学問論
新入生2,400名を対象として、大規模講義とグループ議論を
組み合わせ、大学での探求のあり方を涵養

●学問論演習
文理融合した15～20名前後の少人数クラス
学問論で学修した内容をベースにした研究型・課題解決型の演習

●展開学問論
他分野と協働、専門分野を学んだ上で知識の再構築を行う
高年次（3年生以上＋大学院生）の学生が異分野で交流し、
地球規模課題、SDGs、AIと倫理などの現代的課題に取り組む

未来に接続するカリキュラム 知識の再編成の機会を拡張、高年次においても自分の専門を見つめ直し、自己成長を促す

★学部1年生 ★学部高年次 ★卒業研修 ★大学院 ★社会人

ICTを活用した先進的授業

■先端学術科目群 セルフペースのオンデマンド型授業

東北大学MOOC（大規模公開オンライン講座）１講座を
1科目0.5単位（総授業時間数7.5時間）とした授業枠を新設

■ICTを利用した数学における大規模反転授業
BYODによるICTを利活用した複数クラス・同一授業における予習・復習重視型授業実践

・収録動画公開
    ・事後授業宿題
（WeBWorK*利用）

*WeBWorK：Mathematical 
Association of America(米
国数学協会)が提供するオン
ライン宿題システム

教員による授業

等々（提供科目は毎年定める）

学生は授業のポイントを事前に視聴

幅広い教養、現代的リベラルアーツ【挑創カレッジ】
深化した専門教育

分野横断、学際領域

グローバルリーダーを育成するグローバルな環境で学修するための能力を涵養

国際教育の充実

■外国語群
●学術英語教育
・一般学術目的のための英語（English for General Academic Purposes: 

EGAP）力の涵養を統一的な教育目標として設定、専門分野で役立つ英語を
身につける

●初修語教育（ドイツ語・フランス語・ロシア語・スペイン語・中国語・朝鮮語）

・「基礎」「展開」の構成のもとに、英語以外の言語を駆使する能力を修得
・e-ラーニングを組み合わせた教育・学習の設計

■国内最大規模の国際共修科目
文科系学部はもちろん，理科系学部の学
生も国際的に活躍できるための国際共修

国際共修授業：
2024年度は65科目
開講（多様な言語・
文化・専門からなる
クラス）

■現代素養科目群
現代的なリベラルアーツを学部初年次から大学院生まで広く提供



9東北大学における教育の取組み① 初年次教育

一般的学術目的のための英語力の育成
を共通目標に据える

英語：世界的に活躍する人材を育成す
るための必須スキル

✓ 米国ETSと提携し、統一的なカリキュラム、
教材を設定

大規模講義
様々な切り口から知
的好奇心を追求する
展望を得る

少人数対話
学際的チームワーク
の素養を育みつつ、
知的好奇心を探究

教養教育特別セミナー
文理を横断した各分野の研究者が話題提供し、参加学
生とディスカッション学問の意義と面白さを伝える

交互に
実施

学問論:知的好奇心の源を探究 東北大学の英語教育
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10東北大学における教育の取組み② 外国人留学生と
共に学ぶキャンパス

● 外国語を中心とした教授言語により学

位取得可能な国際学位コースを設置、

多くの外国人留学生を受入れることに

より学生の多様化・キャンパスの国際化

を推進

● 文化や言語の異なる学生同士が、グ

ループワークやプロジェクトなどで協

働学習体験を行う「国際共修授業」を数

多く開講

（2024年度：６5科目、国内最大規模）

（2024年5月1日現在）

外国人留学生数：2,147名／94ヵ国・地域

中国 1,302 フランス 58

インドネシア 113 アメリカ合衆国 39

韓国 74 ドイツ 30

台湾 70 インド 28

タイ 66 その他 367

東北大学ビジョン２０３０ 重点戦略③

国際共修キャンパスの創造

国際学士コース留学生（2024年10月入学）

国際共修授業の風景



11東北大学における教育の取組み③ 東北大学グローバルリーダー
育成プログラム(TGL)

詳しくは
末松教授から

✓ 語学力・コミュニケーション力

✓ 国際教養力

✓ 行動力

✓ 海外研鑚

学部学生を対象とした

「グローバル人材としての能力」を

身につけるための実践プログラム

⚫ 専門能力を充分に発揮し、産学官の様々な分野でグロー

バルに活躍する人材を輩出

⚫ グローバルリーダー育成のための指定授業科目：216 

⚫ グローバルリーダーに要求される4つの基盤

目的

プログラム概要＜充実の専門科目群＞

（2024年度）

各能力を養成する

4つの強力な

サブプログラム群

⚫ トヨタ、ソニー、伊藤忠商事、日本銀行、日本郵船、国
際協力銀行、宇宙航空研究開発機構、日本貿易振興機
構などのグローバル企業や国際機関等

グローバルリーダー認定者数

グローバルリーダー認定者の多彩な就職先
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12東北大学における教育の取組み④ 学生と（学生同士）の
積極的な関わり

全学教育学生モニター

⚫ 全ての学部を対象とし、毎年約２０名の
「全学教育学生モニター」を委嘱、２年
次の学生モニターを対象に滝澤学務審
議会委員長をはじめとする関係教員と
の懇談会を開催

⚫ 全学教育全体を振り返る形式の意見交
換を実施、学生の提案内容は授業改善
や新たな企画に反映

学生の声を授業に生かす

SLA（Student Learning Adviser）

⚫ SLAをサポートする教員の指導を受け
た学生スタッフ（学部３年から大学院
生）が、 学部１・２年生の学びを支援

⚫ 学生同士の「学び合い」により、授業の
学修内容から、より高度な自主的学習
まで、幅広いサポートを実施

学生による学生のための学修支援

2025年度のSLAとスタッフ

延べ利用者数

約1,600人
（2024年度）

2025年2月12日に開催した懇談会の様子



13東北大学における教育の取組み⑤ マイクロクレデンシャルによる
学修成果の可視化（オープンバッジ）

各種教育プログラム修了の証明としてマイクロクレデンシャルによる

「知識」「スキル」「経験」のデジタル証明書

✓ 「学位」とは別に、身につけた 知識やスキルを学修履歴として明示
✓ 約６０の教育プログラムで「累計20,000個以上」のバッジを発行

＝

複数集めて次の学修へのモチベーションに

「東北大学オープンバッジ」を導入

SNSで自分の知識やスキルをアピール

メール署名につけて取得したバッジをアピール 履歴書に貼り就職活動の場などで活用



14大学院（博士課程）について ～博士後期進学のススメ

学びの頂点へ。博士課程で自分の可能性を広げよう

博士号は、国際社会で活躍するパスポートです

11の国際共同大学院プログラム

スピントロニクス 環境･地球科学 宇宙創成物理学 生命科学 災害科学・安全学

研究力強化
国際研究クラスター

教育改革
国際共同大学院
プログラム

相乗効果

海外
有力大学

海外
有力大学

データ科学

機械科学技術 材料科学 日本学 統合化学 食科学



15博士課程学生に対する支援

⚫ 対象学生：約2,900名

⚫ 学生一人当り支援額：年平均 約200万円

博士後期課程学生への支援

全員に経済的支援

授業料は実質無料

主な支援財源：学位プログラム各種、入学料・授業料免除制度、日本学術振興会特別研究員、日本学生支援機構（奨学金返還免
除制度、学習奨励費）、国費留学生制度、各種民間等奨学金など

⚫ 対象学生：約4,200名

⚫ 各種奨学金や授業料等免除制度などで、総額約13億円支援

博士前期課程学生への支援

⚫ 東北大学基金等による支援、総額約１億円

⚫ 2022年度より博士課程への進学を予定する修士課程学生にも対象を拡大

東北大学グローバル萩奨学金



16大学院（博士課程）について

博士学生のキャリアパス開拓支援

⚫ トランスファラブルスキルの修得
→産業界からも求められるマネジメン
トやリーダーシップなどの汎用スキル

⚫ インターンシップ・ジョブフェア開催

⚫ 国際社会で専門家として活躍するた

めにPh.D.(博士号)が必須

⚫ 2025年度：新たな支援制度開始
：AGS RISEプログラム

⚫ プログラム採用学生への支援*

生活費：月額18～20万円
研究費：年額34～50万円

⚫ 優秀な学生に対する授業料免除制度

博士学生への経済的支援

研究力

トランス
ファラブル

スキル

博士人材の資質・能力を獲得 ア
カ
デ
ミ
ア
・産
業
界
の

キ
ャ
リ
ア
で
さ
ら
な
る
活
躍
へ

目指せ、世界一流の研究者！ ～博士課程へGO～

*2025年度支援実績額：今後変更となる可能性あり



17

充実したキャンパスライフ



18国際体験の促進 ～海外派遣プログラム 詳しくは
末松教授から

大学間協定交換留学プログラム

⚫現地学生と共に科目履修又は研究等

⚫留学先で取得した単位を本学の単位として認定可能

⚫対象：全学部学生、大学院学生

⚫留学期間：１学期～１年間

⚫留学先：36ヵ国、240大学（2024年5月現在）

⚫経済支援：留学先機関での授業料は原則として不徴収
優秀者には給付型奨学金を支給

⚫様々なテーマに沿った体験学習、特色ある語学講座、現地学生やコミュニティーメンバーとの交流

⚫対象：全学部・大学院学生

⚫留学期間：２～５週間程度（夏・春）

⚫留学先：アメリカ、カナダ、イギリス、マレーシア等

⚫経済支援：
留学先機関授業料等の一部を大学が負担
給付型奨学金(9万円～11万円/月)支給（条件を満たす場合）

短期海外研修プログラム

日本では得られない貴重な体験

国際的な視野を育む

現地の学生と交流

多様な価値観に

触れて経験を積む



19課外活動 〜社会性、協調性、リーダーシップの育成及び心身の健康と増進のために

本学の他、北海道大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学（旧帝国七大学）で競う総合体育大会。
（本学は最多となる16回の総合優勝）
今年度の第64回大会は北海道大学が主管で大会開催中であり、総合優勝に向けてまい進中

ボディビル部の部員が日本代表
として世界大会5位入賞

2025年度で学友会発足104年。今年度は延べ9,800名*の学生が加入し、サークル活動を通じて多くの友人を
作る等、学生生活の充実に寄与          *学部生はおよそ8割が加入

「学友会」 組織 （体育部と文化部：約190団体が登録）

授業による学修の他、課外活動を通じて得られる成長も学生生活の大切な要素

各学生団体は発展途上ながらも活性化し、各種競技大会等で上位成績獲得や目標達成

第46回鳥人間コンテストで学友会人
力飛行部（Windnauts）が優勝

学友会乗馬部の部員が第60回北日
本学生馬術大会で優勝

トライアスロン部が2024日本学生ト
ライアスロン大会で男子個人、男子団
体ともに3位に入賞

全国七大学総合体育大会（七大戦）



20各キャンパスの厚生施設等

各キャンパスに、厚生施設・食堂・売店を設置し学生生活をバックアップ

⚫ 安全・安心な食事を提供できるように厳格な食材採用基準、調理衛生基準を設置
⚫ 多様なニーズに合わせて、ハラルフードやベジタリアンメニューの提供、メニューカードへのアレルゲン表示の順次追加などフードダイバーシティに対応
⚫ 昨今の物価高に対応するため、可能な限り安価にご利用いただけるよう企業等と協力して特別価格で商品を提供

川内北キャンパス「Sky KAWAUCHI Forest 」

【営業時間】
平日 8:00～19:30
土曜 11:30～14:00

川内の杜ダイニング

⮚ カレー・丼・麺類を提供

キッチンテラス Couleur

⚫ カフェテリア方式で592席
⚫ 全キャンパスで最も大きな食堂

【営業時間（平日）】
11:15～13:45

青葉山キャンパス

Skyあおば食堂

⚫ カレー・丼・麺類を提供
⚫ チキンカツが大人気
⚫ ハラールメニューも毎日提供

【営業時間（平日）】
11:00～14:00、17:00～19:30
11:00～14:00（麺）

もみじダイニング

⚫ カレー・丼・麺類を提供

【営業時間（平日）】
11:00～14:00、17:00～19:30
11:00～14:00（麺）

青葉山新キャンパス

みどり食堂

⚫ 落ち着いた雰囲気
⚫ アラカルトメニュー中心

【営業時間（平日）】
11:00～14:00、17:00～19:30

Buddy's Table

⚫ おしゃれな店内
⚫ 日替わりランチやコーヒー

【営業時間（平日）】
11:00～15:00

星陵キャンパス（医・歯学部）

星陵食堂/麺コーナー

⚫ 1品毎にカロリー表示
⚫ サラダバーも用意

【営業時間（平日）】
11:00～14:00、17:00～19:30
11:30～13:30（麺）

購買書籍店

⚫ パン、おにぎり等の弁当類
⚫ 文具や日用品など幅広い商品

【営業時間】
平日 10:00～18:00
土曜 11:00～15:00



21学生生活の充実に向けた取組み

ほぼ毎日

77%

学生応援企画：物価高の影響にある学生に低価格の食事を提供

100円朝食 早起きによる生活習慣の見直し、朝食欠食傾向の改善で健康維持

2024年度 春・秋で合計４１日間19,304食を提供

2025年度 新青葉山キャンパスを追加し、36日間の開催予定

50円頭脳ドーナツ 脳の働きが活発になるビタミンB1が多く含まれる頭脳紛使用

2024年度 春・秋で合計10,000個を販売（ハニーココナッツ味、キャラメルスイート味）

2025年度 各キャンパス購買店舗で合計10,000個を販売予定

協賛 東北大学基金や萩友会に寄せられた支援者様からの応援により実現しています



22ユニバーシティ・ハウス（UH）①

仙台市営地下鉄東西線青葉山駅から徒歩10分以内

入居年限：2年以内
入居定員：752室（8人×94ユニット身障者用居室男女

それぞれ2室の計4室を含む。）

星陵キャンパスから自転車10分程度

入居年限：2年以内
入居定員：416室（8人×52ユニット、

身障者用居室男子2室を含む。）

星陵キャンパスから自転車10分程度

入居年限：2年以内
入居定員：216室（8人×27ユニット）

⚫ 国際感覚の研鑽 8人1ユニットの国際混住寮で、日本人学生と外国人留学生が日常的な交流を通して、国際感覚を身につけ
るとともに、異文化理解を深める

⚫ 協調性・社交性の涵養 8つの個室とオープンリビング（共用）からなる独立したユニット構成で、協調性・社交性を涵養する

⚫ 安心・安全な生活環境 管理会社が24時間365日常駐してサポートし、棟･ユニット玄関はICカード、個室は暗証番号方式
による施錠でセキュリティを確保

⚫ 高品質の生活環境 オープンリビング、個室に生活に必要な家具や家電製品を完備。身軽に入居し、キャンパスライフをス
タート可能

ユニバーシティ・ハウス（UH）のコンセプト

国際社会で活躍できるグローバルな人材の育成を目指す

ユニバーシティ・ハウス三条 ユニバーシティ・ハウス三条Ⅱ ユニバーシティ・ハウス青葉山



23ユニバーシティ・ハウス（UH）②

UH入居者アンケート
（2024.4月から2025.3月までに退居した入居者178名へのアンケート結果）

8割以上がUHでの
生活に満足

ウェルカムパーティ（UH青葉山） ハロウィンパーティ（三条地区） 山寺、作並ツアー（UH三条Ⅱ、Ⅲ）

生活状況について（満足度）

6割以上が
国際感覚を研鑽

異文化交流に積極的に
なった楽しくなった

約半数が
語学力向上を実感

英語〔日本語〕が上達した



24健康管理・相談窓口

保健管理センター

学生の健康を保持し、更に増進することを目的として、健康に関する種々の業務を実施

定期健康診断 特殊健康診断 健康相談及び診療

不慮の事故による怪我等の処置

健康診断証明書の発行（定期健康診断を受けた学生が対象）

食生活相談

学生相談所

臨床心理士を配置し、学業、将来の進路、人間関係、性格、こころの健康など、学生生活を送る上で
のさまざまなことに関して相談に対応

特別支援室

専門の相談員を配置し、視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、内部障害、発達障害など、様々な障害の
ある学生の相談に対応

ハラスメント学内相談窓口

学内相談窓口に専門の相談員を配置し、ハラスメントに関する相談に対応

学外相談窓口

専門業者に委託し、ハラスメント、健康、メンタルヘルスに関して学外相談窓口を設置し、時間外にも
相談に対応(年中無休)



25進路・就職支援

キャリア・社会連携支援センター キャリア支援室

【スケジュール】
 3・4月 キャリア就職フェア
 5月  夏の企業Day（インターンシップ） 
 10月 秋の企業Day（選考対策）などを開催

キャリア支援室Webサイト

特別連携プログラム

東北大学生の積極採用を検討している企業・団体
が年間を通して学内で情報提供を行うプログラム
   ※2025年度は147社・団体が参加

スキル習得の各種セミナー（一部オン
デマンド） ※保護者向けセミナーあり

進路に関する相談等 ※保護者の相談可

キャリア就職フェア 秋の企業Day

内定報告会 個別相談



26本学を卒業・修了した学生の主な就職先

2023年度卒修者の産業別就職者数

産業別就職者数 本学卒業生

1位 情報通信産業 131名

2位 製造業 93名

3位 地方公務員 79名

4位 医療・福祉 78名

5位 金融業・保険業 76名

6位 国家公務員 57名

7位 卸売業・小売業 40名

7位 学術研究・専門・技術サービス業 40名

9位 サービス業（上記以外） 35名

10位 教育・学習支援業 31名

産業別就職者数 本学終了生

1位 製造業 748名

2位 情報通信産業 244名

3位 学術研究・専門・技術サービス業 170名

4位 医療・福祉 159名

5位 教育・学習支援業 158名

6位 建設業 77名

7位 電気・ガス・熱供給・水道業 50名

8位 サービス業（上記以外） 44名

9位 国家公務員 42名

10位 金融業・保険業 41名

学部 大学院



27本学を卒業・修了した学生の主な就職先（敬称略）

注）出典：株式会社マイナビ「マイナビ・日経2026年卒大学生就職人気ランキング」

大学生就職人気ランキング
本学

卒業･修了生

ニトリ 55名

みずほフィナンシャルグループ 36名

味の素 18名

伊藤忠商事 9名

日本航空（JAL) 19名

大学生就職人気ランキング
本学

卒業･修了生

ソニーグループ 64名

味の素 20名

KDDI 24名

パナソニックグループ 48名

※過去5年間の合計人数

東北大生就職先ランキング
本学

卒業･修了生※

1位 東北電力 125名

1位 日立製作所 125名

3位 富士通 103名

4位 宮城県庁 92名

5位 JFEグループ 84名

過去５年間における就職先学生数のランキング

※過去5年間
の合計人数

過去５年間における人気ランキング上位企業への就職状況

文系 理系



28教育情報の公表 卒業（修了）率・退学率・留年率

修了

90.1%

退学等

4.0%

長期履修

0.4%

留年

5.5%

【前期２年・修士・専門職】

修了

56.3%

退学等

9.2%

長期履修

5.3％

留年

29.2%

【後期３年・博士】

※長期履修（長期履修学生制度）
職業を有している等の事情により、修業年限を 超えた一定の期間にわたって、
計画的に教育課程を履修して修了する制度（本学では大学院のみ）。

【学部】

卒業

86.8%

退学等

2.0%

留年

11.2%

※「留年」の中には、留学したこと、休学したことにより留年となった者を含む。※卒業（修了）率は標準修業年限内卒業（修了）率
学部（医歯薬（薬科学）以外）・・・４年以内
学部（医歯薬（薬科学））・・・６年以内
前期２年・修士・専門職（法科除く）・・・２年以内
専門職（法科）・・・３年以内
後期３年・・・３年以内、博士・・・４年以内

学部・修士課程では

 卒業率・修了率は 約９０％



29本学に対する社会からの評価

多様な観点から注目される東北大学

出典：大学ランキング2026年版（朝日新聞出版）

コロナ対応が上手だった！
面倒見が良い！
改革力が高い！
注目する学長！

国立大学

第1位

朝日新聞
大学ランキング

入学後、生徒を
伸ばしてくれる大学

第1位

THE
日本大学ランキング

第1位

2025年

5期連続 1位

朝日新聞
大学ランキング

高校からの評価 総合評価

第1位
2006～21年の調査期間中

総合 1位 を 15回

朝日新聞
大学ランキング

学長からの評価/
総合的に注目(教育＋研究)

第1位
2026年

9年連続 1位

2026年

2026年

2年連続 1位

教育面で注目
研究面で注目
入学者選抜が工夫されている
改革力が高い
生徒に人気がある



30

ご清聴
ありがとう
ございました
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